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一年間で最も長 tヽ学期である二学期が終わります。轡さんにとってはどんな二学期だったでしょうか ?

この「西中だより」でも、お伝えしてきましたが (下の表参照 )、 皆さんは、青雲祭をはじめとした行事や授業、日々の学校
生活・・・さまざまなことに取り組んできました。

取組も含め暑さとの戦いとなった青雲祭・・.全校合嘔の復活も含め、「口

'そ

 ～咲き誇れ西中 ～」のテーマ通り、生徒
の皆さんの真実::なまなざしとあふれる笑顔が咲きはこる2日 間となりました。そして、新人体育大会 `・ ,勝ち負|ナはそれぞれ
でしたが、どの部も二年生引退後の新体制での大会となり、成果と共に集大成となる来年度の総体 :こ向けた課題を発見

する大会となりました。11月 には金嘔祭があり、文化ホールとヽ うヽ最高の舞台でどの学級、どの学年も素晴らしい演奏を見
せてくれました。特に 3年生の学年合嘔は圧巻の迪力で「来年iよ 自分たちも」と多くの1・ 2年生が決意を新たにしてくれた
ことと思しヽます。

また、日常の取組も充実した 2学期でした。表にもあるように、育ヒ登半島彙翁への募金の取組は本絞独自|こスピード
感を持って行われました。11潟 18日 には寒風の中、多くの生徒が参加して、校たの落ち葉集めなどのボランティア清掃
が行われました。これ以外にも、学級の輪番|こよる全員参加の朝のあいさつ運動もありました。

こうして振り返つてみると、行事や日常の活動を通して、西中としての一体感を味わつたり、上級生、下級生がそれぞ

れ良い兼́ll激を受 |ナて、それ

ぞれの成長につながった二

学期であったと思います。私

にとって|よ 皆さんの真尖IIなま

プしイバック膏雲祭 全校含0昌「世界に一つだけの花」
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12月 23日 に生徒会長、生活委員長の2人の生徒が校攪宣を訪れ、頭髪の
決まり(「頭髪の白主規制」)の見直しに関する要望書が提出されました。学校生

活の決まりの見直しは、昨年度の靴の色とカーディガン着用の要望に続き2年逹
続となります。

今回は、昨年度、学校生活の決まりの見直しに関して全校生徒にとったアンケ
ートのうら、靴の色とカーディガンに次いで見直しの要望が多かった頭髪 (男 子の
'   、女子の I・111t■ )について、あらためて、生活委員会が各学級での
話し合しヽを求め、その結果を生徒評議会 (生徒会本部主催、各学級の代表生

徒参加 )でさらに話し合い、それらをえにまとめたものが要望書となって提出されました。

代表生徒 2人の説明では、ツーブロックも国子結びも、 1 ■t‐ ‐F  :11. :==が 主たる理由であり、
一|‐ |・‐_|● : ‐_ 1 ‐|‐i ・・1  ・|.ことや .― [― ‐ 1 1=―‐ '‐    11・ ‐_ ‐ _1 , ・.1 ‐ .こ
となどの説鴫がありました。見直しの背景にある生徒の皆さんの考えや意識も含め、要望書の内容をよく読みこんで、見直
しについて先生たちの間で協議して、3学期の早い段階で結論を伝えられるようにしたいと思います。
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